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【概要】 

これまでの研究でアレンドロン酸錠剤の後発品は、連日製剤(1day)で 1 週間製剤(7day)よ

り安全性にリスクがある可能性が示唆された。成分に刺激性があるという特徴を踏まえる

と、製剤特性と服用回数が副作用発症に影響している可能性が考えられた。一方で、当該研

究のデザインはあくまで服用開始初期の一定期間内における副作用発症割合を調べたもの

であり、発症までの期間や服用回数による影響は調べられていない。 

 前回までの検討から生存時間解析に用いられる time-varying treatment を調整したモデル

を調査した。Marginal nested AFP model をはじめとするこれらの方法は因果効果の推定方

法である g-methods を応用しており、使用するにはその原理の理解が必要不可欠であった

ため、g-formula, IP weighting , g-estimation の原理と方法を学習した。今回はそれらの紹介

を行った。 
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